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生徒の生きる力を育てる、

普通教室における

理科実験法の工夫と開発・実践



理科実験室なくなる

本校では昨年度より、老朽化した校舎を取り壊し、新校舎を建築する工事を進めている。

その間３年（R7〜R9年度）、理科実験室を確保できない状態が続く。



マイクロスケール実験と出会う

Microscale Chemistry：ごく少量の試薬と、小さい器具を使って行う化学実験

（例：荻野，2008）

従来の実験設備 今回新たに作製した小規模の実験設備



様々な分野の実験をスケールダウン
分野 学年 実験内容 スケールダウンの方法
化学 中１ 気体の性質 小さな、気体発生・確認装置を

作製した。
中２ 熱分解・還元 アルコールランプ・加熱実験装置

を作製した。
中２ 硫化水素の発生 マイクロチューブ内で発生させた。

物理 中１ 光の実験 光学台を、定規・洗濯バサミ
・LEDライトで代用した。

生物 中２ だ液による
デンプンの変化

マイクロチューブに、だ液を含ま
せた綿棒の先を入れ、変化を観察
した。

中高 DNA抽出 使用する器具を小さくした。
高３ 光合成色素の

分離
マイクロチューブに試料と抽出液
を入れ、得られた色素抽出液を展
開試料として用いた。

地学 中２ 大気圧の実験 空き缶に、水の代わりにポットの
湯を入れた。



思いがけず得られた さらなる成果

だ液による
デンプンの変化

生徒の負担

実験器具 スケール
ダウン

生徒の集中度

授業への
主体的参加 向上 授業規律

学習効果

教員の負担

否定的な発言が出ず
全員が実験できた

生徒が落ち着いた
指示がよく通った



生徒の記憶に残るマイクロスケール実験

開口一番 「解いていて楽しかった！授業のようだった」

体験を１００％の知識に 「実験が印象に残り、テストにも生かされた」

硫化水素の発生



生徒に見られた変化の理由を考察する

短時間だからこそ集中でき、少人数だからこそ主体的に取り組める。

「少しでも簡単に、少しでも安く」 が、実験を身近に感じさせる。

生徒から提出された →
ロイロノートのカード

炭酸水素ナトリウム（重曹）の
熱分解の導入実験

「実験の回数(頻度)が多く わかりやすい」
「みんなに発言する機会がある」

「班の人たちと協力してできている」

「身近なものを使って
いたので 家でもつくっ
て家族で食べた」



教員間のコミュニケーションの活性化

① 教科内のコミュニケーション → 新たなサイクル

② 教科間のコミュニケーション → コラボ授業の実現

② 英語科とのコラボ授業
「Ooho!（つかめる水）」

思いつき

授業実践

試行錯誤生徒の姿 共有

① 理科の新たなサイクル

「実際に作り 触れ
食べるという体験があった
ことで 生徒の英語発話が
自然に引き出された」



これからの展開と可能性

① 理科の授業のさらなる工夫

② 学校全体で生徒の力を伸ばす働きかけ

③ マイクロスケール実験の、他校への普及

2026年度日本生物教育会全国大会
（石川大会） ポスター発表要旨



Take Home Message

マイクロスケール実験は、試薬や器具、値段だけでなく、

生徒や教員の負担もスケールダウンし、かつ、生徒の成長を促す効果がある。
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